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一般社団法人日本粘土学会 平成 29 年度第１回常務委員会議事録 

 

日 時：平成 28 年 9 月 16 日（金）12:00～13:00 

会 場：九州大学病院キャンパス 百年講堂２階会議室１（福岡市東区馬出 3-1-1） 

出席者：常務委員(17 名)：八田珠郎、千野裕之、小暮敏博、河野元治、日比野俊行、蛯名武雄、

丸茂克美、田村堅志、鈴木正哉、志々目正高、佐藤 努、和田信一郎、横山信

吾、篠原也寸志、鈴木憲子、太田俊一、手束聡子 

委任状(1名)：小口千明 

監 事(2 名)：月村勝宏、山崎淳司 

事務局：土信田裕子 

成立の確認：常務委員総数 18名の過半数 10名 

出席常務委員 17 名、委任状提出常務委員 1名、合計 18名で常務委員会の開催は成 

立 

 

報告事項 

１． 平成 29・30年度副会長、筆頭副会長、常務委員長の選任 

河野常務委員長より、平成 29・30年度副会長として小暮敏博会員及び千野裕之会員選任された

ことが報告された。次に平成29・30年度筆頭副会長として千野裕之会員、平成29・30年度常務委員

長として河野元治会員が選任されたことが報告された。 

 

２． 平成 29・30年度代表理事の選任 

河野常務委員長より、平成 29・30 年度代表理事として八田珠郎会長及び千野裕之副会長が

選任されたことが報告された。 

 

３． 平成 29・30年度常務委員会委員 

河野常務委員長より、平成 29・30 年度常務委員会委員として、次の会員が選任されたこと

が報告された。河野元治（常務委員長）、八田珠郎（会長）、千野裕之（筆頭副会長）、小暮敏博

（副会長）、日比野俊行（粘土科学編集委員長）、蛯名武雄（Clay Science 編集委員長）、丸茂

克美（討論会実行委員長）、田村堅志（企画委員長）、鈴木正哉（標準粘土委員長）、志々目正

高（会計委員）、佐藤 努（渉外委員）、和田信一郎（行事委員）、横山信吾（広報委員）、篠

原也寸志（庶務委員）、小口千明（庶務委員）、鈴木憲子（幹事）、太田俊一（幹事）、手束聡

子（幹事）。 

 

４． 規程等の廃止・改定・制定 

河野常務委員長より、現在の一般社団法人日本粘土学会常務委員会規程の廃止及び新たな常

務委員会規程の制定と施行、一般社団法人日本粘土学会CLAY SCIENCE投稿規程の改定案、一

般社団法人日本粘土学会学術振興積立金規程の改定案、一般社団法人日本粘土学会企画委員

会規程の制定案が承認されたことが報告された。 



2 

 

 

５． 各種委員会委員の選出 

(1) 平成 29年度学会賞等選考委員会委員 

河野常務委員長より、平成 29年度学会賞等選考委員会委員として佐藤 努会員、山﨑淳司会員、

福嶋喜章会員、久保 博会員、小暮敏博会員が選出・承認され、委員長として佐藤 努会員が選出・

承認されたことが報告された。 

 

(2) 平成 29年度学術振興積立金運営委員会委員 

河野常務委員長より、平成 29年度学術振興積立金運営委員会委員として山田裕久会員、志々目

正高会員、黒田一幸会員、篠原也寸志会員が選出・承認され、委員長として山田裕久会員が選出・

承認されたことが報告された。 

 

(3) 平成 29年度企画委員会委員 

河野常務委員長より、平成 29年度企画委員会委員として田村堅志会員、伊藤弘志会員、梅村泰

史会員、亀島欣一会員、渡辺雄二郎会員が選出・承認され、委員長として田村堅志会員が選出・承

認されたことが報告された。 

 

(4) 平成 29年度標準粘土試料委員会委員 

河野常務委員長より、平成 29年度標準粘土試料委員会委員として鈴木正哉会員、伊藤弘志会員、

上原誠一郎会員、後内貴胤会員、大橋文彦会員、佐藤 努会員、樋田忠孝会員、平林恵理会員、宮

脇律郎会員、三好陽子会員、森本和也会員が選出・承認され、委員長として鈴木正哉会員が選出・

承認されたことが報告された。 

 

(5) 電子化推進ワーキンググループ委員 

河野常務委員長より、電子化推進ワーキンググループ委員として河野元治会員、志々目正高会員、

篠原也寸志会員、日比野俊行会員、蛯名武雄会員、横山信吾会員、鈴木正哉会員が選出・承認さ

れ、委員長として河野元治会員が選出・承認されたことが報告された。 

 

６． 平成 29年度事業計画年間スケジュール 

 河野常務委員長より、平成 29年度の事業計画年間スケジュールの概略が説明された。学会誌発

行の委託先変更に伴い、Clay Science Vol 20, No. 3 と No.4を合併号とし、１月発行予定の粘土科学

55巻 1号と同封発送を予定していること、 さらに経費節約のため以降のClay Scienceと粘土科学に

ついてもできるだけ同封発送を行う予定であることが報告された。 

 

審議事項 

１．粘土科学討論会について 

(1) 第 62回粘土科学討論会について 

河野常務委員長より、第 62回粘土科学討論会を早稲田大学で開催することが提案され、承認され
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た。 

 

(2) 第 61回粘土科学討論会について 

丸茂討論会実行委員長より、第 61 回粘土科学討論会を平成 29 年 9 月 25(月)～27(水)の３

日間、富山大学を会場として開催する予定であることが説明され、承認された。 

 

２. 会計状況について 

河野常務委員長より、平成 21年度以降の会計収支の状況と単年度赤字状態が継続していること

が説明された。その後、現在の会計状況をを早急に改善するための対策に関する意見交換が行われ、

学会誌の電子化を進めて、冊子体希望者については別料金とするなどの提案が出された。会計状況

の改善策については今後検討を継続することとし、今年度中の学会誌の発行事業については今年度

予算の範囲内で印刷製本及び発送等を行うよう要請がなされた。 

 

３. その他 

  特になし 

 

平成 28 年 9 月 16 日 

一般社団法人日本粘土学会常務委員会 

常務委員長   河 野 元 治     ㊞   

監   事   月 村 勝 宏     ㊞   

監   事   山 崎 淳 司     ㊞   

 

 


